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Ⅴ 「県立特別支援学校入学者選抜検査の改善」について資料① 

 

 

３ 改善の効果
高校と高支のどちらを志願するか迷っている生徒
の適切な進路選択が図られる。

(補足説明）学びの場の選択についての「３タイプ」
A 高校に行きたい B 高校 or 高支で迷ってる
C 高支に行きたい

【改善案】
Bタイプの生徒が高校を志願するか、高支を志願す

るかを他の生徒と同じ時期に決断できる。 Aタイプ、
Cタイプには影響がない。
生徒の高校に行きたいというニーズに応えるために

２次募集において高校と特支の併願を可能とする。高
校の第2次募集までチャレンジし不合格だった場合も
特支（高支または高等部)へ入学できる。

県立特別支援学校高等部入学者選抜検査の改善について

Ａ 学力等検査の実施教科等の改善
「学習指導の充実が図られます」

※令和７年度より実施（現中1年対象）

令和４年度実施 ｢令和５年度県立高等特別支援学校入学者選抜｣より下記Ｂ「検査実施日の改善」の実施。
令和７年度実施「令和８年度県立特別支援学校高等部入学者選抜｣(現中1年対象)より下記Ａ「実施教科等の改善」を行います。

３ 改善案
「学力（国語、数学、社会、理科、英語）」
「面接」
「学校に応じて一部付加して実施する学力等検査」

※１：英語については小学校６年までの内容。
※２：国語、数学、理科、社会については９割程度が

小学校４年までの内容。

４ 改善案の根拠：「学習指導要領」
特別支援学校学習指導要領の改訂のポイントである

以下の点を鑑み、学力等検査に理科、社会、英語を
加える。
(1) 小･中･高等学校の教育課程との連続性を重視。
(2) 知的障害者である子供のための各教科等の目標

や内容の充実。
(3) 知的障害の程度に応じて、小･中･高等学校の

学習指導の内容の一部を取り入れることができる。

５ 改善の効果
(1)中学校(特支中学部)在籍時及び高支入学後の、
軽度知的障害のある生徒一人一人に応じた指導の
充実が図られる。

(2)高校を含めた幅広い進路選択が可能となる。

１ 実施日を３月に統一（日程全て高校と統一）

２ 進路指導の充実
(1)子どもの能力や可能性を最大限に伸ばす。
(2)教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供
できる仕組みを整備する。

B:高校 or 高支 C: 高支のみA:高校だけ

３月 高校 高支等 高等部

２次募集 高校(定時) 高支等 高等部

不合格者不合格者

改善日程

１ 現状
(1)現在の実施教科等
「国語」、「数学」※小学校4年までの内容」
「技術（職業）分野」、「体育」、「面接」

(2)中学校知的障害特別支援学級における５教科
（国,社,数,理,英）についての評定作成の状況

評定作成校105校／回答校県内137校 76.6％

生徒が「最大限に発揮した能力に応じた進路」を「自分で決める」ことが可能となります

Ａの取り組みによる「学習指導の充実」

ＡＢを行うために必要なこと
小学校・中学校の知的障害特別支援学級および知的障害特別支援学校小学部・中学部における適切な教育課程の実施。

〃 「社会」「理科」「英語」の授業内容のさらなる充実。

※【新制度】高校受検者の２次募集志願者は高校１校と高支
または特支高等部のいずれか1校の併願を可能とする。

Ｂ 検査実施日の改善
「適切な進路選択を促します」

※昨年度より実施

２ 課題
(1)生徒の学びが高支入試対策(国数のみ)に偏り
やすい。

(2)学力検査の実施教科が中学校での学びを適切

に評価するものとなっていない。

Ｂの取り組みによる「適切な進路選択の促し」

併願を可とすることで、最後まで希望の校種に挑戦できる。

資料①
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資料③
沖縄県教育委員会

一般入試

受検先

１希望 ２希望

パターン１ 高校 ａ 高校 高支等

ｂ 高校 高等部

ｃ 高支等 高等部

パターン２ 高支等 ｄ 高支等 高等部

ｅ 高等部

f 定時 （高等部）

　　　　県立特別支援学校高等部（高支等含む）　第二次募集の流れ

　

　　※　一般入試及び第二次募集での各志願変更を想定し、受検予定の全ての

　　　特別支援学校での「志願前相談」を受けている者が出願できる。

　　※　色つきのセルが特別支援学校選抜部分

　

　 　  　 ①　ａ、ｃの高支等受検者には付加問題を実施し、選抜資料とする。

　　　　②　ｂ、ｄ、ｅ、ｆについては付加問題を実施しない。

       　　③　定時制課程へ受検できる者は、学力検査を受検し、県立高等学校に合格

　　　　　　しなかったもの及び学力検査を受検しなかったものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄県立学校入学者選抜実施要項P6参照）

※　高支等（名護特別支援学校高等部普通科産業コース、大平特別支援学校久米島高等学校分教室普通科を含む。）

・ 以下のパターンが考えられる。

・パターンによっては、選抜に必要な付加問題を実施する必要がある。

第二次募集

組合せ

資料 ③

３月 25 日（午後）：高支等（面接等） 


